「ありがとう。おかげで楽になったよ。もう大丈夫、先を急ごう」
〓243へ
228
左へ進んだぽくらは、まるでガラクタ置き場のような場所で、黄色いサブマリンを発見し
た。案の定、壊れていたが、ジェフがちよっと手を加えると、すぐ動くようになった。
「さらば穴の前まで持ってったら、サブマリンの中に入ってくれやすか?」
右の方角から、ブリックロードさんの声が聞こえる。ぼくらは、サブマリンをひきずるよ
うにしてさらば穴の前まで持っていくと、そのまま中に乗りこんだ。
「乗ったでやんすか?ちよっと揺れるけど、我慢でやんすよ～
ブリックロードさんの声が聞こえたかと思うと、ものすごい衝撃がサブマリンを襲った。
「きゃああああああああっ!」恐ろしい落下感に、ポーラの悲鳴が重なる。唐突に落下感が
とぎれたかと思うと、サブマリンは海の上にいた。
「元気でねくた〵」窓から見えるダンジョン男に向かい、ポーラが手を振る。ポーラの声が聞
こえたのか、ダンジョン男も、こちらに向かって大きく手を振った。
〓110へ
22o
ダンジョン男の作ってくれた日陰でしばらく休んだぼくらは、そろそろ行かなくてはと、

